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≪承認済≫ 

第２回 稲築東中学校区小中一体型校施設整備協議会 会議録 

 

１．審議会等の名称   令和元年度 第２回稲築東中学校区小中一体型校施設整備協議会 

２．開催日時      令和元年１０月１７日（木） １９：００～２０：１５ 

３．開催場所      稲築公民館２階 講義室 

４．公開又は非公開の別 公開 

５．非公開の理由（会議を非公開とした場合のみ） 

６．出席者 

 （１）委員 

  会 長 永水民生 

  副会長 伊藤靖子 

委 員 森田千恵、服部聖志、島崎洋子、平田千敏、飯田千鶴美、松尾正剛、梅田真樹、 

安藤裕子、高城将昭 

  ＊欠席委員１名 野上真吾 

  （２）事務局 

  学校教育課長 柴田きよみ、学校教育課長補佐 赤坂晋、教育企画係長 山本匡貴、 

教育企画係 山口陽子 

７．傍聴人数（会議を公開した場合のみ）  ０人 

８．議題及び協議の内容 

 【議題】 

 （１）計画候補地の選定について 

 （２）その他 

  

 【協議の内容】 

 （１）計画候補地の選定について 

   〇計画候補地について、資料４に沿って説明を行った。（事務局） 

 

  説明を受け、協議を行い、次のような質問や意見が出た。（委員） 

   〇稲築東中学校の敷地面積約２,９０００㎡の広さで、運動場や駐車場などを賄えるのか。 

   →学校の広さに明確な基準は無い。今回の嘉麻市の計画では、広い面積を確保することは難し

く、小中一体型でコンパクトな施設にまとめ、校舎の建て方等を工夫することによって必要

な敷地は確保できると考えている。（事務局） 

   〇児童・生徒の推移はどうなっていくのか。 

   →嘉麻市は現在３０人学級の政策を実施しているため、小学校は学年２学級の１２学級、中学

校は学年２学級の６学級で推移すると考えている。（事務局） 

  〇現在、稲築東小学校に学童があると思うが、稲築東中学校の敷地になった場合は学童も移動

するのか。 
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   →基本的には学童保育も小学校があるところに設置すべきと考えている。面積は、所管課と協

議しながら検討していく。（事務局） 

   〇稲築東中学校の敷地の拡張は可能か。 

   →市道や法面に囲まれており、敷地の拡張は難しい。（事務局） 

   〇稲築東小学校の空き教室に中学校が入ることはできないのか。 

   →特別支援教室の増加や、その他必要な学級の増加で、現在空き教室は無い状態。既存校舎を

使うのではなく、小中一体型の新校舎を整備していく方向である。（事務局） 

   〇稲築東中学校の敷地内にある約１ｍの高低差をフラットにすることは可能か。 

   →敷地の高さの変更やある程度の面積を扱う等すると法律的な手続きや、工事費の増加が必

要となってくる。そのため、必要最小限の扱いでいきたいと考えている。（事務局） 

   〇校舎は建て替えなのか。 

   →小学校から中学校までの９か年を同じ校舎で学習できる校舎を建設したいと考えている。

（事務局） 

   〇移転した学校の跡地はどうなるのか。田川の「いいかねパレット」のようなリノベート施設

になれば、廃校になった学校も活用できるのでは。 

   →跡地については、まったくの白紙の状態。（事務局） 

   〇稲築東中学校区の中で、稲築東中学校はどの位置にあるのか。 

   →だいたい中心に位置している。（事務局） 

   〇小中一体型校と公民館が隣接して整備されるような話をきいた。併設されるとなると面積

や公民館利用者向けの駐車場も必要となるだろう。実際はどうなのか。 

   →公民館は所管課が異なるため、確認する。（事務局） 

   〇コミュニティの場としての学校とは、具体的にどのような利用を考えているのか。 

   →全国的にみても核家族化が進み、人とのつながりが希薄になっている現状がある。嘉麻市の

学校で行っている具体例をあげると、社会教育の人材バンクという取り組みがあり、色々な

経験を持ってある方たちに登録していただいている。田植えに来ていただいたり、炭鉱の話

をしていただいたりと地域の人たちと学校とが一緒に連携した活動を行っている。学校が

気軽に来れるところであれば、学校の様子を地域の人たちが見守ることができ、地域と家庭

と学校とが一緒になって子育てができるような施設になると考えている。教育委員会とし

ては、嘉麻市の子どもたちを地域で育てていけるような学校になることを願っており、「地

域のコミュニティの核」という言葉を使わせてもらっている。（事務局） 

   〇図書館が稲築中学校区の学校に整備されるような話をきいた。そうなると、東校区の子ども

たちは行きづらくなる。小中一体型校ができたときに、図書館を土日開放であるとかそのよ

うな計画はあるのか。 

   →図書館は所管課が異なるため、確認する。（事務局） 

   〇小中一体型校と小中一貫校の違いは何か。 

   →小中一体型校は、建物のことで小学校と中学校を一体的に建てたもの。小中一貫校は、教育

内容のことで小中が一貫した教育内容を行うもの。（事務局） 

   〇稲築東中学校敷地を活用してほしい。 
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９．配布資料 

（１）レジュメ 

（２）稲築東中学校区小中一体型校施設整備協議会 資料 

【資料４】計画候補地の選定について 

（３）＜参考４＞稲築東中学校区の土砂災害・洪水ハザードマップについて 


